
- 1 - 

 

モデル動物と非モデル動物との対比による栄養バランスへの適応機構の解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーディネーター   

      山本 亘彦  （大阪大学大学院 生命機能研究科 教授） 

   古川 貴久  （大阪大学 蛋白質研究所 教授） 

主   催：  公益財団法人千里ライフサイエンス振興財団 

     〒560-0082 大阪府豊中市新千里東町１丁目４番２号 

              千里ライフサイエンスセンタービル２０階 

      E-mail：tkd-2019@senri-life.or.jp  Tel：06-6873-2001 

              財団ウエブサイト http://www.senri-life.or.jp 

 

－千里ライフサイエンス新適塾－ 
「脳はおもしろい」第 30回会合 

 

「モデル動物と非モデル動物との対比による 

栄養バランスへの適応機構の解析」 

 

 講師:  上村 匡 （うえむら ただし）  

京都大学大学院 生命科学研究科 細胞認識学 教授  

 日時:   ２０２０年 ９月 ２８日（月） １７：４５～１９：００ 

 形式:   Web開催 

参加費: 無料 
 

新型コロナ感染症の拡大に伴い、本会合はWEB形式で開催します。 

１． 参加登録は事前申し込み（e-mail）のみとし、定員（２００名）になり次第締め切ります。 

２． 参加予定者には参加証をお送りします。また開催数日前に参加方法をお知らせします。 
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講演要旨： 

世に生まれ出た幼い個体は、食餌から栄養を摂取することで劇的な成長を遂げ、生

殖能力を備えた成体へと成熟する。栄養環境は、器官形成、個体の成長速度、そして

次の発生段階に進む率（発生率）に加えて、各器官の機能発現に支えられた成体の健

康や寿命、さらには次世代の栄養環境への適応にまで影響を与えることが示唆されて

いる 1)。しかし、様々な栄養環境に対して動物がどのように応答して巧みに適応して

いるか、あるいはもし適応できなければライフイベントにどのような破綻を招くのか

については、不明な点が多く残されている。 

成長期での栄養バランスへの適応機構の解明を目指して、我々は自然界での食性の

違いに着目し、ショウジョウバエ近縁５種の比較マルチオミクス解析を行った 2)。動

物は、様々な物を食べる広食性種と、特定の物だけを食べて生きる狭食性種に分類で

き、モデル動物であるキイロショウジョウバエ (Drosophila melanogaster) はヒトと

同じく前者に分類される。広食性種キイロショウジョウバエは、TGF-/Activin シグ

ナル伝達経路の働きにより、異なる栄養バランスの餌に柔軟に適応し成長できる。一

方、狭食性種ではこの経路を含む炭水化物応答制御機構は機能せず、高炭水化物食下

で成長できないことを見出した。今後、このような種間比較解析のアプローチを応用

することで、ショウジョウバエ以外の生物種間、さらには個体間においても、栄養や

その他の環境因子に対する適応の違いを生み出すメカニズムの研究が進むと期待さ

れる。本セミナーではさらに、栄養環境の変化が、神経細胞の樹状突起の発達にどの

ように作用するかを追究している研究も紹介する 3,4)。 
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